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(1)シニア
参加数 120

男 21 21 12 54

女 3 2 0 5

男 5 9 9 23

女 0 0 0 0

男 1 1 0 2

女 0 0 0 0

男 0 0 1 1

女 0 0 0 0

男 27 31 22 80

女 3 2 0 5

男 2 0 0 2

女 0 0 0 0

男 2 0 0 2

女 0 0 0 0

男 4 13 0 17

女 0 1 1 2

男 1 0 0 1

女 0 0 0 0

男 5 13 0 18

女 0 1 1 2

男 4 3 0 7

女 0 2 0 2

男 2 0 0 2

女 0 1 0 1

男 1 1 0 0 0 0 1 1

男 7 3 0 10

女 0 3 0 3

男 41 47 22 110

女 3 6 1 10

0

0

0 0 1

1

30

2

2

85

20

1

1

高校生

愛知

岐阜

24

5

小計3年1年 2年

12

9

59

23

23

9

地域 学校所在地 性別

中部

和歌山

関東

近畿

東京

4

小計

中部 三重

小計

小計 2

120

0

53

5

1

6

0

0

0 13

9

3

14 191

1

会場

名
古
屋
大
学

津

5

23

橋
本
市

44

小計 7

奈良 2

近畿

和歌山 4

合計

ニューヨーク

大
手
前
高
校

大阪

14 20

日本数学コンクール参加状況

近畿

兵庫 1 0 0

1

33 22

2

0
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６．参加者アンケート調査結果

アンケート総数 120
１．

ア 学校の掲示を見て 22 人 （ 17.6 ％）
イ 先生から 68 人 （ 54.4 ％）
ウ 友人から 11 人 （ 8.8 ％）
エ 両親から 4 人 （ 3.2 ％）
オ 兄弟姉妹から 0 人 （ 0.0 ％）
カ 新聞で 1 人 （ 0.8 ％）
キ ラジオ・テレビで 0 人 （ 0.0 ％）
ク 雑誌で 0 人 （ 0.0 ％）
ケ 日本数学コンクールのホームページから 5 人 （ 4.0 ％）
コ その他 7 人 （ 5.6 ％）

○ 自宅に届いた案内 2 人 （ 1.6 ％）
○ 昨年も参加したから 2 人 （ 1.6 ％）
○ 先輩から 1 人 （ 0.8 ％）
○ 部活 1 人 （ 0.8 ％）
○ 塾 1 人 （ 0.8 ％）

２．

ア 数学が好きだから 57 人 （ 39.9 ％）
イ 数学が好きになりたいと思ったから 2 人 （ 1.4 ％）
ウ 数学が苦手だから 0 人 （ 0.0 ％）
エ 以前参加して有意義だったから 16 人 （ 11.2 ％）
オ 先生に勧められたから 35 人 （ 24.5 ％）
カ 両親に勧められたから 4 人 （ 2.8 ％）
キ 友人に誘われたから 8 人 （ 5.6 ％）
ク 名古屋大学のキャンパスに関心があったから 4 人 （ 2.8 ％）
ケ 何となく興味があったから 10 人 （ 7.0 ％）
コ 参考書持参が自由だから 0 人 （ 0.0 ％）
サ コンクールの雰囲気を味わいたいから 3 人 （ 2.1 ％）
シ その他 2 人 （ 1 4 ％）

今回のコンクールの開催については，どのようにして知りましたか。

今回のコンクールを受けようと思ったきっかけは何ですか。
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第２４回日本数学コンクール

シ その他 2 人 （ 1.4 ％）
○ せっかくだから 1 人 （ 0.7 ％）
○ 部活 1 人 （ 0.7 ％）

３．

ア 問題が難しいと思った 45 人 （ 28.7 ％）
イ 問題は難しいけれど楽しかった 64 人 （ 40.8 ％）
ウ 問題が難しいと思わなかった 2 人 （ 1.3 ％）
エ 学校での問題とは、かなり内容が違うと思った 21 人 （ 13.4 ％）
オ 数学の学問的広さを感じた 18 人 （ 11.5 ％）
カ 問題文の意味が分かりにくい 5 人 （ 3.2 ％）
キ その他 1 人 （ 0.6 ％）

○ 努力の重要さをより知った 1 人 （ 0.6 ％）

４．

ア 勉強の励みになると思う 49 人 （ 38.9 ％）
イ 今後の進路を考える参考になると思った 7 人 （ 5.6 ％）
ウ  数学に対するイメージがこれまでより広くなった 62 人 （ 49.2 ％）
エ 数学に対するイメージがこれまでより悪くなった 1 人 （ 0.8 ％）
オ その他 4 人 （ 3.2 ％）

○ 自分の未熟さを感じた 1 人 （ 0.8 ％）
○ 今までと変わらないと思う 1 人 （ 0.8 ％）
○ 数学に自身がなくなった 1 人 （ 0.8 ％）

今回のコンクールの問題については，どのように感じましたか。

今回のコンクールに参加して，今後のことをどう思いますか。
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0.0 
サ
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５．

化学 11 人 （ 9.2 ％）
物理 7 人 （ 5.8 ％）
英語 5 人 （ 4.2 ％）
国語 2 人 （ 1.7 ％）
生物 2 人 （ 1.7 ％）
音楽 2 人 （ 1.7 ％）

＊　その他（各１名ずつ）

６．

数学ガール
数の悪魔

2名 博士の愛した数学

７．

1位
2位
3位
4位
4位

今までで何か数学に関する本で特に興味を持って読んだものがあったら書いてください。

数理ウ ブが行われていることを知 ていますか

名古屋大学では数学についての公開形式のセミナーを，「数理ウェーブ」という名で開催しています。講演者は
主に名古屋大学の教員と院生で，話題は数学コンクールの問題に関連したものから素粒子論まで様々です。
数理ウェーブの開催日は１０月～１月と３月～６月の第４土曜日で,場所は名古屋大学理１号館５０９講義室，題
目や要旨はインターネットで公開しています。（名大のホームページにリンクしています。）今年度開催された講
演のテーマは次のとおりです。

4名

4位

宇宙、科学、情報、天文学、日本史、施設見学、コンピュータ、良い歯を育てる

4名

１名

数学以外の分野でも同じようなコンクールがあったらよいと思いますか。

数学の楽しみ、超々難問数理パスル、フェルマーの最終定理、大学への数学、四次元の世
界、意味がわかれば数学の風景が見えてくる、算数オリンピックの本、寄り道の多い数学、
黄金比について、三食問題、フェイラーの最終定理、コンビニでする数学、確率でみる人
生、百年の難問はなぜ解けたか、初等整数論、青チャート、数とは何か、カオスとテラクタ
ル、Newton、数学の秘密の本棚

 開催日 ４月２７日(土)　　「演算構造の世界」、「代数的な集合と解析的な集合」
　　　　 　５月２５日(土)　　「図示される代数たち」、「トポロジーと関数論」

　　　　　 ６月２２日(土)　　「マッチング」、「岡理論と核関数」

―51―

Ａ
①知っている 22 人 （ 18.3 ％）
②知らない 92 人 （ 76.7 ％）

Ｂ
①ある 14 人 （ 11.7 ％）
②ない 21 人 （ 17.5 ％）
③わからない 79 人 （ 65.8 ％）

Ｃ
○ 完全数などの整数論
○ 核エネルギー　天文学
○ 宇宙の基礎講座
○ 物理でスポーツの記録向上
○ ３次以上の関数
○ 人間の生きる意味と恋のもどかしさ
○ 将来役に立つ数学

これから数理ウェーブで行ってほしいテーマがあったら書いてください。

これから数理ウェーブに参加する希望はありますか。

数理ウェーブが行われていることを知っていますか。

―51―



８．

○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

難しかったけど、より数学に対する興味がわいた。
難しかったけど楽しかった。
とても充実した時間が過ごせました。もう少し時間があってもいいかと思いました。
時間がやたら長く集中できない。もう少し制限時間を短くした方がよい。2時間くらいでいいと思う。
素晴らしい大学だとあらためて思いました。
こんなに脳を使ったのは久しぶりでした。
数学コンクール参加者増加を願っています。
日頃ではとけない問題にあたれてよかった。
こういう応用問題的なのは考えていて非常に楽しい。
中学生の時に受けた数学コンクールはまったく分からずあまり書けなかったのですが、今年も分からなかっ
たけど楽しく考えることができた

参考者はほぼ誰も見てなかった。
今年も楽しい問題でした。

久しぶりの参加でした。機会があればまた参加したいです。
去年より多くの問題にとりくめた。楽しかった。数学的考え方の楽しさ、視野が広がった。
楽しかったです。ありがとうございました。
全体的に見て難しい問題ばかりでしたが、普段解くようなものよりも楽しい問題でありました。時間も普段は
こんなに長くはしないので良い経験になりました。
見たことのないような問題に取り組めてよかったです。
昨年も参加したのですが、このコンクールの問題は授業で習うこととは明らかに違っていて、解いていても授
業とは違った難しさを感じ、数学の学問的平さを強く感じることができました。来年もこのコンクールを開いて
いただけたら是非参加したいと思います。

もう少し時間が欲しい。
難しそうに見えないのに全然解けないのでよく考えられてると思った。

とても興味深い問題を見せてもらいました。解けたかどうかはともかくなるべく自分の考えを書かせていただ
きましたので見て頂きたいと思います。貴重な体験をさせていただきありがとうございました。
一つ一つ深みにはまりました。

問題が難しいと感じた。
問題が深く考えることが出来るものが多くて楽しかった。
数学の本質的な意味みたいなものを長い時間考えることができて幸せでした。
問題楽しかったです。

その他，感想があれば何でも結構ですから書いてください。

参加するかしないかぎりぎりまで悩んだ末参加してみて良かったと思いました。こんなに長い時間数学だけ
を解いたのは初めての経験だったけどきっと役に立つと思いました。来年もぜひ参加したいと思いました。

結構興味深い問題でした。是非また機会があったら参加したいです。

―52―

○
○
○
○
○
○

とても良い体験になった。問題は、とても難しく有意義な時間になったと思います。ありがとうございました。
たけど楽しく考えることができた。

とても今日は疲れた。問題もものすごく難しかったです。
毎回実際に道具を使って解く問題があったけれど、今年はなくて残念でした。

難しかったけど今まで試した事のない問題ばかりでとても楽しかったです。

問題はとてもややこしかったけど、いい経験で良かったです。
問題は難しかったけど、数学の分野は広いと思いました。

―52―



アンケート総数 71
１．

ア 学校の掲示を見て 8 人 （ 11.4 ％）
イ 先生から 45 人 （ 64.3 ％）
ウ 友人から 0 人 （ 0.0 ％）
エ 両親から 8 人 （ 11.4 ％）
オ 兄弟姉妹から 2 人 （ 2.9 ％）
カ 新聞で 0 人 （ 0.0 ％）
キ ラジオ・テレビで 0 人 （ 0.0 ％）
ク 雑誌で 0 人 （ 0.0 ％）
ケ 日本数学コンクールのホームページから 3 人 （ 4.3 ％）
コ その他 2 人 （ 2.9 ％）

○ 過去に参加して 1 人 （ 1.4 ％）
○ 部活 1 人 （ 1.4 ％）

２．

ア 数学が好きだから 37 人 （ 40.2 ％）
イ 数学が好きになりたいと思ったから 2 人 （ 2.2 ％）
ウ 数学が苦手だから 2 人 （ 2.2 ％）
エ 以前参加して有意義だったから 5 人 （ 5.4 ％）
オ 先生に勧められたから 14 人 （ 15.2 ％）
カ 両親に勧められたから 4 人 （ 4.3 ％）
キ 友人に誘われたから 2 人 （ 2.2 ％）
ク 名古屋大学のキャンパスに関心があったから 3 人 （ 3.3 ％）
ケ 何となく興味があったから 8 人 （ 8.7 ％）
コ 参考書持参が自由だから 3 人 （ 3.3 ％）
サ コンクールの雰囲気を味わいたいから 1 人 （ 1.1 ％）
シ その他 6 人 （ 6.5 ％）

○ パンフレットに考えて楽しいと書いてあったから 1 人 （ 1.1 ％）
○ 問題が面白かったから 1 人 （ 1.1 ％）
○ 自分の限界を知りたかったがら 1 人 （ 1.1 ％）
○ 先生からの強制 1 人 （ 1.1 ％）

今回のコンクールの開催については，どのようにして知りましたか。

今回のコンクールを受けようと思ったきっかけは何ですか。
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第２３回日本数学コンクール第１７回日本ジュニア数学コンクール

○ 先生からの強制 1 人 （ 1.1 ％）
○ 毎年受けている 1 人 （ 1.1 ％）

３．

ア 問題が難しいと思った 21 人 （ 19.6 ％）
イ 問題は難しいけれど楽しかった 37 人 （ 34.6 ％）
ウ 問題が難しいと思わなかった 5 人 （ 4.7 ％）
エ 学校での問題とは、かなり内容が違うと思った 13 人 （ 12.1 ％）
オ 数学の学問的広さを感じた 14 人 （ 13.1 ％）
カ 問題文の意味が分かりにくい 11 人 （ 10.3 ％）
キ その他 3 人 （ 2.8 ％）

○ 解けた時すごく嬉しかった。 1 人 （ 0.9 ％）
○ 難しく少なくがいいです。問題３みたいな知っ

てたら楽なのは嫌。 1 人 （ 0.9 ％）
○ 考え方さえもわからない問題があり、もっと視

野を広げて考える事が出来るようになりたいと
思った。 1 人 （ 0.9 ％）

４．

ア 勉強の励みになると思う 27 人 （ 36.0 ％）
イ 今後の進路を考える参考になると思った 5 人 （ 6.7 ％）
ウ  数学に対するイメージがこれまでより広くなった 36 人 （ 48.0 ％）
エ 数学に対するイメージがこれまでより悪くなった 1 人 （ 1.3 ％）
オ その他 3 人 （ 4.0 ％）

○ 数学には国語の力がいると思った 1 人 （ 1.3 ％）
○ 気分転換でいい！ 1 人 （ 1.3 ％）
○ 自分の実力が限定的だと思った 1 人 （ 1.3 ％）

今回のコンクールの問題については，どのように感じましたか。

今回のコンクールに参加して，今後のことをどう思いますか。

19.6 

34.6 

4.7 

12.1 

13.1 

10.3 
2.8  ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

36.0 

6.7 
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1.3 4.0 

ア
イ
ウ
エ
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５．

理科 6 人 （ 18.8 ％）
化学 5 人 （ 15.6 ％）
物理 4 人 （ 12.5 ％）
歴史 4 人 （ 12.5 ％）
英語 3 人 （ 9.4 ％）
地学 3 人 （ 9.4 ％）
国語 3 人 （ 9.4 ％）
音楽 2 人 （ 6.3 ％）
プログラミング 2 人 （ 6.3 ％）

＊　その他（各１名ずつ）

６．

数の悪魔
数学ガール

＊　その他（各２名ずつ）

数学以外の分野でも同じようなコンクールがあったらよいと思いますか。

1位
2位
3位
3位

8位
9位

5位
5位
5位

今までで何か数学に関する本で特に興味を持って読んだものがあったら書いてください。

名古 学 数学 式 を 「数 ブ う名 催 す 講演者

５名
３名

公民、国語の読解力、コンピュータを使ったコンクール、小説、植物、人体
に関するもの、生物、設計、天文学、日本史、春宵十話、物理実験など、
まんが、理科のグラフや図など計算問題、理系総合

美しい数学、おもしろくて眠れなくなる数学、確率捜査官御子柴岳人、語りかける数学、感
動する！数学、ゲーム理論の本、高校への数学、サマーウォーズ、四角いアタマを丸くす
る、数学に恋したくなる本、数学のトリック、数学の歴史、数学物語、続・とっておきの数学パ
ズル、素数の音楽､大学への数学、中学・数学の教科書　上下、超おもしくろく眠れなくなる
数学、超超おもしろくて眠れなくなる数学、統計学は最強の学問である、とっておきの数学
パズル、灘中の数学学習法、浜松渚の計算ノート、反直観の15の数理パズル、ピーターフ
ランクルさんの本、一つぶのお米、やわらかな思考を育てる数学問題集1.2.3
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７．

Ａ
①知っている 14 人 （ 19.7 ％）
②知らない 51 人 （ 71.8 ％）

Ｂ
①ある 10 人 （ 14.1 ％）
②ない 7 人 （ 9.9 ％）
③わからない 47 人 （ 66.2 ％）

Ｃ
○ パズルゲーム
○ 素数
○ フィボナッチ数列
○ パスカルの三角形
○ 三平方の定理
○ 原子
○ 宇宙の誕生
○ 色々な元素達について
○ 少しでも解ける方程式の文章題（１次、連立、2次）
○ 複素関数について
○ フーリエ解析

　　　　 　５月２５日(土)　　「図示される代数たち」、「トポロジーと関数論」
　　　　　 ６月２２日(土)　　「マッチング」、「岡理論と核関数」

数理ウェーブが行われていることを知っていますか。

これから数理ウェーブに参加する希望はありますか。

これから数理ウェーブで行ってほしいテーマがあったら書いてください。

名古屋大学では数学についての公開形式のセミナーを，「数理ウェーブ」という名で開催しています。講演者は
主に名古屋大学の教員と院生で，話題は数学コンクールの問題に関連したものから素粒子論まで様々です。
数理ウェーブの開催日は１０月～１月と３月～６月の第４土曜日で,場所は名古屋大学理１号館５０９講義室，題
目や要旨はインターネットで公開しています。（名大のホームページにリンクしています。）今年度開催された講
演のテーマは次のとおりです。

 開催日 ４月２７日(土)　　「演算構造の世界」、「代数的な集合と解析的な集合」
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８．

○

○

○
○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○
○
○
○
○

考え方を書くスペースに限りがなくて、自由にのびのびと書けてよかった。数学は、計算ミスをよくして、それ
でテストの点数はあまりよくなかった。でも、ここで解いた数学の問題では、計算をしないものもあって、数学
は計算がすべてではないんだと思った。考えるのが楽しかった。

とても難しいが多方面からの考え方ができた。

最後の問題が難しかった。
とても難しかったが数学にはこのような問題もあるのだと思った。

文章の意味がわからない。ふりがなをつけてほしい。
学校ですすめられて最初は「こんなバカができるの？」と思っていた。でも、解いてみて確かに難しくて解けな
いものがいっぱいだったけど、色んな解き方を考えることができた。数学に必要な「ひらめき」が少し身に付
いたと思う。
カメラマンが目障り。難しかった。時間が長く感じた。
今年は去年よりも難しかった。でも何もわからなかったわけではなかったのでよかった。
このコンクールはとても楽しかったので、またあってほしいと思います。
この問題は、理解力のない僕にとってとても難しい問題だったけれど、面白くていい問題だと思いました。
参加しなければほとんど見ることのない数学の問題に会えてよかった

その他，感想があれば何でも結構ですから書いてください。

問題の奥が深かった。

時間を忘れるくらい、数学に集中できて良かった。
難しかったけど楽しかったです。
数学の深い知識を問われるのではなく、数学的思考を問うテストだったので、面白いなぁと思いました。

難しい問題で解くのに時間がかかったけど、数学に対するイメージが広がってもっと好きになりました。数学
コンクールにきて良かったと思いました。

今回、このコンクールに初めて参加して、自分の学力がまだ足りない事がわかりました。学校の教科書など
に書いてある基本的な問題は解けますが、今回のコンクールのような複雑な問題は全く解くことができませ
んでした。これを機会に、もっと数学力をつけていこうと思いました。

とても難しくおもしろいものでした。自分はまだだなと確認でき、次へ進むいいステップになったのではと思い
ます。ありがとうございました。

問題の意味がわかりにくかった。小、中、高と分けるといいと思う。もう少し解答時間を短くしてもいいと思う。

初めて数学コンクールを受けたのですが、とても頭を遣う問題ばかりでよい勉強となりました。静かな中での
たった４問の難しい問題を解くのは普段では出来ないことだと思いました。
すごく難しかった。
今回初めて数学コンクールを受けてみて、学校でする数学よりも難しく、いろんな角度から考えることがで
き、おもしろいコンクールだと感じることができました。私は発想力はなかったけど、頭でたくさん考えることが
できたので受けて良かったと思います。
数学には文章力がいるんだとわかった。寒かった。
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○
○

○

○

○

○

○

○
○

○
○
○
○
○
○

１番がとても難しかった。
難しい。
いい経験になった。

参加しなければほとんど見ることのない数学の問題に会えてよかった。

問題がとても難しく驚きました。
今までの問題よりも良く考えさせられる良問ばかりで楽しかったです。

数学は分からない事が一つ解決できると、今度は別の分からないことができる複雑で面白い学問だと思う。
やったことがありそうでできない問題があった。数学は奥が深いと思った。じゃんけんも数学で表せるなんて
すごかった。

難しかったけれど少しでも分かった時は嬉しかった。

問題はすごく難しくて全然わからなかったけれど、楽しむことができました。普段はあまり出会わないような
問題ばかりだったけれど、そういう問題に出会えたことで、さらに数学への興味が高まりました。もっと数学
に真剣に取り組んでみたいと思います。ありがとうございました。
難しい問題だったし、初めてやるようなものが多くて答えをだすことができなかったけど、このような問題が簡
単に解けるようにもっと多くの問題を解いて、練習して行きたいと思いました。

証明をかくのがつらかった。こまかいところにまで目をつけるということを改めておそわった。名古屋大学す
ごい広かった。大学生の人たちがすごく楽しそうにしていた。うらやましかった。

問題が面白かったのはいいんですが、初めのころよりずっと楽な問題になってました。問題４の３ランクアッ
プみたいなの２，３問がいいです。それと問題３の「知ってるか？」と聞くような相加相乗平均で終わる問題は
やめてほしいです。
学校にはない｢楽しい勉強の世界」に入れました。小学生にはない「数学」も一歩一歩階段を上って行けば出
来ると実感してとても嬉しかったです。数理ウェーブにも興味を持ちました。問題は、とても難しかったけれど
来年も受けたいです。途中、監督の先生の足音とボールペンのノックの音がとてもうるさくて集中がとぎれて
しまいました。自分の限界が知れてよかったです。

何でそんなこと思いつくかなと思った。
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学内委員 大 沢 健 夫 (名古屋大学多元数理科学研究科　教授)

宇 澤 達 (名古屋大学多元数理科学研究科　教授)

林 正 人 (名古屋大学多元数理科学研究科　教授)

伊 師 英 之 (名古屋大学多元数理科学研究科　准教授)

安 本 雅 洋 (名古屋大学情報科学研究科　教授)

佐 藤 潤 也 (名古屋大学情報科学研究科　准教授)

花 薗 誠 (名古屋大学経済学研究科　准教授)

野 中 千 穂 (名古屋大学基礎理論研究センター　准教授)

田 地 宏 一 (名古屋大学工学研究科　准教授)

渡 辺 武 志 (名古屋大学教育学部附属高等学校　教諭)

大 羽 徹 (名古屋大学教育学部附属高等学校　教諭)

学外委員 鈴 木 紀 明 (名城大学理工学部　教授)

竹 内 英 人 (名城大学教職センター　准教授)

松 川 和 彦 (元名古屋大学工学部総務課長)

高 田 宗 樹 (福井大学大学院工学研究科　准教授)

丹 羽 一 雄 (愛知県淑徳高等学校　教諭)

服 部 展 之 (愛知県旭丘高等学校　教諭)

野 村 昌 人 (愛知県立一宮興道高等学校　教諭)

児 玉 靖 宏 (愛知県立一宮商業高等学校　教諭)

村 田 英 康 (愛知県立高蔵寺高等学校　教諭)

小 島 洋 平 (愛知県立幸田高等学校　教諭)

服 部 保 孝 (愛知県立松蔭高等学校　校長)

渡 辺 喜 長 (愛知県立瑞陵高等学校　教諭)

青 木 勝 人 (愛知県立瑞陵高等学校　教諭)

高 原 文 規 (愛知県立瑞陵高等学校　教諭)

樋 口 英 次 (愛知県立瑞陵高等学校　教諭)

矢 野 秀 樹 (愛知県立東海商業高等学校　教諭)

山内 真澄美 (愛知県立豊明高等学校　教諭)

伊 藤 慎 吾 (愛知県立明和高等学校　教諭)

小 島 彰 二 (名古屋高等学校　教諭)

小 川 泰 史 (岐阜県立多治見北高等学校　教諭)

土 岐 慎 一 (岐阜県立多治見北高等学校　講師)

奥 田 真 吾 (三重県立津高等学校　教諭)

岩 本 隆 宏 (三重県立宇治山田高等学校　教頭)

堀 川 浩 (鈴鹿中学校・高等学校　教諭)

田 所 秀 明 (元三重県立伊勢高等学校　教諭)

小 倉 一 輝 (三重県立津高等学校　教諭)

深 川 久 (大阪府立大手前高等学校　教諭)

市 川 敏 (椙山女学園高等学校　教諭)

日本数学コンクール実行委員会委員名簿
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